
NPO法人横浜日独協会 第 22回理事会議事録 

   

１．日  時  2019年 3月 21日（木・祝）13：00～14:30 

２．会  場  戸塚区民文化センターさくらプラザ４階練習室④ 

３．理事総数  ２１名 ≪出席 １８名 ≪欠席 ３名≫ 

４．出 席 者  早瀬会長、能登副会長、向井副会長、坂井常務理事、小島常務理事、 

   南雲常務理事、黒崎理事、大久保理事、中尾理事、磯貝理事、佐藤理事、 

   寺澤理事、大堀理事、齊藤常務理事  

 （議長委任：山口常務理事、山岸理事、神永理事、藤田理事 

   （欠席理事：成川理事、ゼーリヒ理事、ユーデック理事） 

 （運営委員：大治委員、地野委員） 

 

５. 議題 

（1） 第 1号議案 報告事項について 

（2） 第 2号議案 例会・行事予定について 

（3） 第３号議案 高校生派遣並びにフランクフルト市からの受入について 

（4） 第 4号議案 第 1回ユース・女性フォーラムの開催について 

（5） 第 5号議案 役員人事について 

（6） 第 6号議案 第 3回提示総会議案（2019年度事業計画・収支予算等）について 

（7） 第 7号議案 認定ＮＰＯ法人化とその後に向けた協会の体制について 

（8） 第 8号議案 その他 

 

６.議事の経過の概要及び議決の結果 

定款第 33条の定めにより早瀬会長が議長にあたる。 

議長より議事録署名人の選任について、出席理事にはかったところ議長一任との意見が 

あり、早瀬会長ならびに能登副会長、向井副会長を推薦することを提案し、満場一致で承 

認され、続いて上記８議案の審議を行った。 

    

第 1号議案 報告事項について 

① 会員実績：個人１９６名（内ＹＣ３５名）、法人１２社  合計２０８名 

② 資金状況： ５８５，２６０円 

普通預金（横浜銀行） ３２８，２６０円 

ゆうちょ銀行（桜木町）２３１，０００円 

ゆうちょ銀行総合口座  ２４，５００円 

電話加入権：１，５００円 

負債（前受金、次年度会費６１，０００円） 

  正味財産額（次期繰越）：５２４，２６０円 



③ 会報／ＨＰ: 会報印刷に係わる㋀～3月の経費は、プリントパックヘの支払 18,445 

  円、業務委託先大井氏にはＨＰ更新等で 15,000円となっている。法人会員 

  紹介欄の次回はウィンクレル（株）を予定している。（向井副会長） 

④ 事業実績（予定）報告： 

〇3/6  国際局と名誉顧問（横浜市長）の関わる定款変更について事前協議を 

 行ったが、総会での議決等協会の事務手続が了解された。（齊藤事務局長） 

〇3/11 今年のセミナーの最初の協議だったが、中小企業対象から地域小企 

 業中心のものづくりへの支援に絞っていくこと、具体的は次年度予算が決

    まる 5月以降に再度打合せすることになった。（坂井常務理事） 

〇3/28フランクフルト河原総領事横浜市表敬訪問には会長及び両副会長の 

 3名が出席する。（早瀬会長） 

 

以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第 2号議案 例会・行事予定について 

3月理事会（第 22回）：3月 21日（木・祝）13:00～14:30戸塚区民文化センター 

4階練習室④ 

3月例会：3月 21日（木・祝）15:00～17:00戸塚区民文化センター4階リハーサル室 

講師：武田章寛ＹⅭ会員 

「トークコンサー（ヴァイオリン）」とピアノ久保山菜摘 

  フランクフルト市高校生歓迎会：4月 12日（金）１７：３０～戸塚区民文化センター 

  ４階練習室④ 

4月理事会（第 23回）：4月 13日（土）13:00～14:30戸塚区民文化センター 

4階練習室④ 

4月例会：4月 13日（土）15:00～17:00戸塚区民文化センター 

4階練習室① 

講師：大野眞理子会員 

 「開戦前夜：政治家齋藤隆夫の挑戦～命をかけた名演説～」 

2018年度監事監査：4月 23日（火）17:30～ 神奈川大学戸田研究室 

第 3回定時総会：2019年 5月 25日（土）13:00～14：30戸塚区民文化センター 

4階練習室④ （※第 24回理事会） 

5月例会：2019年 5月 25日（土）15:00～17:00戸塚区民文化センター4階練習室④ 

  講師：マライ・メントライン女史 

  6月理事会（第 25回）：6月 22日（土）10：00～12：00横浜国際協力センター会議室 

    第 1回日独ユース・女性フォーラム：6月 22日（土）13：00～17：00横浜国際協力 

  センター６階会議室 

 

以上、例会・行事予定について全理事一致して承認された。 



 

第 3号議案 高校生派遣並びにフランクフルト市からの受入について 

  高校生作文コンテスト優秀者のドイツ派遣は、新体制の委員会において協議し、 

 4月には作文のテーマを決め、呼びかけ予定の６校（含む桜丘高校）に提示していく。 

 役員からはテーマの案を委員会に寄せて欲しい。 

  派遣に伴う当協会からの渡航費は助成金の予算内に納めたく、航空会社の選定に 

 あたっては全日空以外の候補も考慮し、事前に当該事業所管の横浜市国際局と協議 

 する。 

  フランクフルト市からの高校生（女性 2名）受入は別添資料の計画に添って進め 

 ている。ホームステイ先１軒を引き続き募集中。歓迎会は 4月 12日にさくらプラザ 

 で開催する。引き続きクノープラオホ眞澄氏とプログラムの詰めを行なっていく。 

 （佐藤理事） 

 

 以上、高校生派遣並びにフランクフルト市からの受入について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 第 1回ユース・女性フォーラムの開催について 

  フォーラムの暫定版プログラム（別添資料）に沿って開催する。日独の若者及び 

 女性が両国の協力、交流、女性の社会進出などについて話し合い、親睦を深める。 

 パネルディスカッションは司会者であり通訳のガイヤー・フローリアンに一任する。 

 フロアーとの意見交換に時間をかけたく、基調講演者は 1名にした。高校生留学報 

 告はフランクフルト市にあるシュールアムリート校に留学した市立桜丘高校生 2名 

 が行う。フォーラムの共催者となる横浜市への共催申請は済んでいるが、国際局で 

 は大阪でのＧ２０を控えているため例年のような協力は難しいとのこと。（南雲常務 

 理事） 

 

 以上、第 1回ユース・女性フォーラムの開催について全理事一致して承認された。 

 

第 5号議案 役員人事について 

  ＮＰＯ法人設立時の役員の任期は 2019年 3月 31日までで、来る 5月 25日の総会 

 で大堀理事（2018 年 4 月就任）を除く役員選任の議決を経なければならない。

 一度退任の意向を示した理事については、その後認定化に向けた時期であり辞意を 

 取り消した。現時点では辞意を表明する役員がいないため、現役員は全員再任とし 

 て議案提出する。（早瀬会長） 

 

 以上、役員人事について全理事一致して承認された。 

 

第 6号議案 総会議案（2019年度事業計画・収支予算等）について 

  2019年度の事業計画書には全国日独協会連合会での金沢宣言を受けた若者支援 



 強化等々の内容を盛り込み、認定ＮＰＯ法人化をめざす法人体制の充実、さらに新 

 たな取り組みとなる第 1回日独ユース・女性合同フォーラムや横浜商工会議所との 

 連携等も文言に入れたことなどが事務局より説明された。  

  ２０１９年度の活動予算書作成の当たっては、予算編成上のポイントとして  

 別紙資料の内容が事務局から提案が示された。個人正会員の会費値上げ、寄附文 

 化醸成への取組、懇親会や交流会経費の見直し、10周年記念事業費の確保、諸謝金 

 の見直し、会報発行回数の減、会費収入時期と経費精算時期の遅れなどが説明され 

 た。   

  理事より、会費納入者の数が毎回報告される会員数と大きな差があることが指摘 

 された。事務局より、休会者や会費未納者は把握されており、未納者への督促（納 

 付書の再三の 送り届け）も継続している。定款では２か年以上未納の会員は退会 

 となる。休会者には会報は発送していない。2年間分を納める会員も若干名いるが、 

 会報を継続して送り同封された何度目かの会費振込用紙をみて振り込まれたケース 

 だ。納付されない場合は電話で直接事情を確認していることなどが説明された。会 

 費は重要であり、未納者への督促の方法、入会金と休会の関係、会員総数の中の休 

 会者の扱い等については継続審議することとなった。 

  理事より、総会において会費値上げの根拠となる財政基盤の現状等の説明が求め 

 られることがあり、収支の分析をしておくようにとの事務局への要請があった。 

  

 以上、総会議案（2019 年度事業計画書・収支予算書）について全理事一致して承認され

た。 

  

第 7号議案 認定ＮＰＯ法人化とその後に向けた協会の体制について 

別紙資料にもとづいて、協会の体制充実に関する事務局提案があった。 

認定ＮＰＯ法人化を見定め、これまで以上に事業の充実拡大が求められ、

組織運営の柔軟性や創造性を必要とするため、副会長と事務局長を中心

に、必要の応じ課題検討に係わる常務理事、委員長等と、会費や寄附金

の財源確保充実等に係わる執行管理、中長期的な事業計画策定、認定Ｎ

ＰＯ対応型組織の在り方あるいはヤングクラブのネットワーク等を活用

した支援体制などを主な検討課題とし具体案を理事会に提案していく。

また、理事会運営の基盤拡大のため、議長は規定上原則会長だが出席す

る副会長等を会長が指名し議事進行も可とすることが提案された。  

    

 以上、認定ＮＰＯ法人化とその後に向けた協会の体制について全理事一致して承認され

た。 

 

第 8号議案 その他 

 〇会報 Der Hafenの発行回数変更について（能登副会長） 



   現行の年間６回を５回とする。1月号（第 2週目途に発行）、３月号（同第 2）、 

  6月号（同第 1又は第 2）、9月号（同第 1又は第 2）、11月号（同第 2）。6月号 

  と 9月号が 3か月間の発行インターバルとする。1回分の経費の削減額は 2.5 

  ～3万円程度の見込み。次年度は 6月号が最初となる。 

 〇ハンブルク独日協会より少年合唱団演奏会場の打診について（早瀬会長） 

   同独日協会橋丸会長より電話があり、本年 10月 4日～12日来日する際に横浜 

  市内で演奏する機会を設けられないかと打診があった。この要望を能登副会長よ 

  り横浜市に対して打診することとした。 

 

以上、会報発行回数及びハンブルク独日協会からの申し入れについて全理事一致して承認

された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

   

以上、この議事録が正確であることを証します。 

      

２０１９年 ３月２５日 

 

 

     議    長  早 瀬   勇  

     

議事録署名人  能 登   崇 

     

議事録署名人  向 井   稔  

 

 


